
令和５年８月１日号 

 
第 １７３号 

発行所：石川自治センタ－ 

発行者：石川自治センタ－長 矢内陽介 

〒 963‐7859 

石川町字南町 36 

℡ 26－1554（FAX も同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
５
年
度
石
川
地
区
敬

老
会
実
行
委
員
会
は
、
８
月

２
日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら

石
川
町
役
場
３
F
会
議
室

で
行
わ
れ
る
。
14
行
政
区

長
・
民
生
児
童
員
・
行
政
区

女
性
代
表
。
町
役
場
。
自
治

セ
ン
タ
ー
関
係
者
が
出
席
す

る
。
実
行
委
員
会
は
、
慣
例

に
従
い
石
川
地
区
区
長
会
長

松
山
秀
隆
氏(

新
町
区)

が
努

め
ま
す
。
４
年
振
り
の
敬
老

会
は
、
９
月
13
日(

水)

大
安

の
日
に
八
幡
屋(

母
畑)

で
予

定
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
石
川
地
区
敬
老
対
象
者

は
、
１
０
５
４
名
で
、
祝
金

対
象
者
85
名
・
特
別
祝
金
対

象
者
50
名
（
７
月
12
日
現

在
。）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

石川地区自治協議会準備委員会部会開催 

 

石
川
地
区
自
治
協
議
会
設

立
準
備
委
員
会(

松
山
秀
隆
会

長)

は
、
７
月
に
入
り
14
日
・

28
日
教
育
部
会
、
19
日
地
域

安
全
部
会
、
21
日
ま
ち
づ
く

り
部
会
、
26
日
福
祉
部
会
が
、

自
治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
部

会
委
員
・
役
場
・
自
治
セ
ン
タ

ー
関
係
者
が
出
席
し
て
各
部

会
会
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

協
議
事
項
は
、
４
部
会
事
に

（
１
）
自
治
協
議
会
部
会
規
約

に
つ
い
て(

２)

自
治
協
議
会

役
員
選
出
に
つ
い
て
、・
部
会

長(

１
名)
・
副
部
会
長(

若
干

名)

・
事
務
局(
庶
務
・
会
計)

・

監
事(

若
干
名)

（
３
）
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
①
事
業

に
つ
い
て
②
予
算
に
つ
い
て

（
４
）
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
（
５
）
そ
の
他
に
つ

い
て
協
議
及
び
意
見
交
換
等 

が
行
わ
れ
た
。
各
委
員
か
ら
は
、

今
後
の
取
り
組
み
事
業
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
等
の

説
明
が
求
め
ら
れ
た
。
令
和
４

年
度
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ

が
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
課
題

解
決
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、

部
会
と
し
て
新
規
事
業
等
を
進

め
て
行
く
。
予
算
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
設
立
後
、
町
か
ら
の
交

付
金
も
あ
る
た
め
、
今
ま
で
以

上
の
活
動
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
各

部
会
会
議
を
開
催
し
９
月
に
自

治
協
議
準
備
委
員
会(

全
体)

を

開
催
し
各
部
会
の
体
制
を
整
理

し
た
の
ち
、
設
立
総
会
に
向
け

日
程
や
予
算
等
の
準
備
を
し
て

行
く
予
定
で
す
。 

み
ん
な
の
ま
ち
な

か
朝
市(

山
田
達
也

会
長)

は
、
７
月
に
入

り
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
多
く
の
お
客
様

で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
子
供
さ
ん
連
れ

の
お
客
様
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
開
店
前

か
ら
、
目
当
て
の
商

品
を
求
め
長
い
列
が

出
来
る
程
で
す
。
又
、

７
時
か
ら
の
販
売
開

始
に
関
わ
ら
ず
、
７ 

健
康
増
進
ノ
ル
デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
７
月
月
例
会
㏌
中
谷
が
15
日
ひ

と
く
ら
す
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
10
名

が
参
加
、
鈴
木
繁
彰
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
心
拍
数
計
測(

１
分
間)

、
歩
く

姿
勢
等
を
ビ
デ
オ
で
確
認
し
た
。
自
分 

 

の
心
拍
数
を

把
握
し
過
度

な
運
動
を
し

な
い

こ
と
他

を
学
ん
だ
。 

雨
天
の
為
、
医

者
清
水
に
行

け
ま
せ
ん
で

し
た
。
残
念
。 

時
前
に
売
れ
切
れ
て
し
ま
う
等
の
ご

迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
８
月
開
催
は
、
５
日
・

12
日(

花
市)

・
26
日
で
す
。 

１４日教育部会の様子 

令和５年度第７２回石川地区敬老会実行委員会開催へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

２ 水 石川地区敬老会実行委員会 18：00～ 石川役場３Ｆ 

３ 木 レディースきたす学習会 18：00～ 町民グランド 

12 土 まちなか朝市「花市」7：00～ 石川自治センター 

 12 日～16 日自治センター休みとなります。  

19 土 まちなか朝市「お盆休み」  

26 土 まちなか朝市開始 7：00～ 石川自治センター 
 

生
か
ら
「
良
く
で
き
ま
し
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
。

次
回
か
ら
は
、
山
葡
萄
皮
を
使

用
す
る
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
づ
く

り
の
為
、
山
葡
萄
材
料
づ
く
り

「
鞣
し
作
業
」
を
行
っ
た
。
作

品
づ
く
り
中
で
大
事
な
作
業

の
一
つ
で
す
。
山
葡
萄
皮
の
両

端
を
持
ち
角
材
に
当
て
、
こ
す

る
事
に
よ
っ
て
皮
を
柔
ら
か

く
し
、
編
み
や
す
く
し
ま
す
。

８
月
中
は
、
夏
休
み
の
為
、
自

宅
に
持
ち
帰
り
、
９
月
５
日
の

講
座
に
持
参
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

まちなか工房・レディース学級・寿大学活動 

 

石
川
寿
大
学(

鈴
木
芳

幸
委
員
長)

は
、
18
日
学

級
生
26
名
が
参
加
し
て

｢

高
齢
者
交
通
安
全
教

室｣

を
行
っ
た
。
福
島
県

石
川
警
察
署
警
部
補
橋

本
善
行
氏
を
講
師
に
招

き
、
高
齢
者
の
運
転
者
・

歩
行
者
の
立
場
で
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
等

を
講
話
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
学

ん
だ
。
石
川
町
で
の
交

通
事
故
は
６
年
前
１
０

０
件
現
在
は
、
年
間
30

件
と
減
少
傾
向
に
あ

る
。
死
亡
事
故
は
、
２
年

間
発
生
し
て
い
な
い
。

皆
さ
ん
の
安
全
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
思
わ
れ
る
と
述

べ
た
。
横
断
歩
道
の
無

い
所
で
の
斜
め
横
断
、

左
側
来
る
車
で
の
事
故

が
多
い
事
を
学
ん
だ
。 

 

12
日
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

ま
ち
な
か
工
房｢

つ
く
っ
ぺ｣

籐
手
芸
教
室(

講
師
矢
内
文

子)
は
、「
自
然
素
材
を
活
か
し

た
も
の
づ
く
り
講
座
」
が
開
講

し
た
。
石
川
義
塾
中
学
校
情
報

芸
術
部
の
生
徒
16
名
が
参
加

し
た
。
講
座
は
、
編
み
組
製
作

を
通
じ
て
、
若
手
の
人
材
育
成

を
目
的
に
、
令
和
６
年
３
月

迄
、
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
（
午

後
４
時
～
５
時
頃
）
課
外
活
動

と
し
て
行
わ
れ
る
。 

 

開
講
式
後
、
ク
ル
ミ
皮
で
ス

ト
ラ
ッ
プ
（
４
つ
目
編
み
組
）

に
挑
戦
し
た
。
矢
内
先
生
外

(

熊
井
悦
子
・
三
瓶
邦
子)

の
指

導
の
下
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
楽

し
そ
う
に
励
ん
で
い
た
。 

 

19
日
２
回
目
の
講
座
が
行

わ
れ
、
飾
り
や
紐
を
付
け
て
作

品
の
完
成
と
な
っ
た
。
矢
内
先

生
か
ら
「
良
く
で
き
ま
し
た
」

と
お
褒
め
の
こ
と
ば
を
頂
い

た
。
次
回
か
ら
は
、
山
葡
萄
皮

を
使
用
す
る
コ
イ
ン
ケ
ー
ス

づ
く
り
の
為
、
山
葡
萄
材
料
づ

く
り
「
鞣
し
作
業
」
を
行
っ
た
。

作
品
づ
く
り
中
で
大
事
な
作

業
の
一
つ
で
す
。
山
葡
萄
皮
の

両
端
を
持
ち
角
材
に
当
て
、
こ

す
る
事
に
よ
っ
て
皮
を
柔
ら

か
く
し
編
み
や
す
く
し
ま
す
。

８
月
中
は
、
夏
休
み
の
為
、
自 

レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼(

小

豆
畑
ケ
イ
子
委
員
長
）
は
、

９
日
福
島
市
瑠
璃
光
寺
医

王
寺
「
竹
灯
籠
づ
く
り
体

験
」
移
動
を
11
名
が
参
加

し
て
行
っ
た
。
竹
灯
籠
づ

く
り
は
、
竹
に
絵
柄
を
貼

り
、
電
動
ド
リ
ル
で
穴
を

開
け
る
作
業
は
童
心
に
帰

り
夢
中
で
作
業
完
成
で
す
。

灯
篭
に
灯
り
を
灯
す
と
素

晴
ら
し
い
作
品
が
浮
か
び

上
が
り
出
来
栄
え
に
全
員

満
足
し
ま
し
た
。
文
化
祭
作

品
展
示
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

 

レ
デ
ィ
ー
ス
き
た
す(

竹
島
君

委
員
長)

は
、
13
日
町
民
グ
ラ
ン

ド
で
健
康
増
進
を
目
的
に
10
名

が
参
加
、
第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
行
っ
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
３
回
（
岡
田
恵
美
子
２
回
・

矢
内
美
枝
子
１
回
）
と
な
っ
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
大
会
初
の
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
で
当
日
２
回
達
成

の
快
挙
と
な
っ
た
。
祝
福
の
歓

声
で
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
田
寿
健
康
大

学(

小
豆
畑
幸
司
委

員
長)

は
、
20
日
新

田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
25
名
が
参

加
７
月
学
習
会
「
楽

し
く
踊
っ
て
、
歌
い

ま
し
ょ
う
」
を
行
っ

た
。
出
演
者
は
、
新

田
長
寿
会
舞
踊
部

(

大
竹
キ
イ
・
緑
川

好
・
渡
辺
幸
枝
・
矢

内
貞
子
・
佐
藤
な
つ

子
・
大
竹
正
子
先

生)

舞
踊
部
の
発
表

会
と
し
て
行
わ
れ
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
小

豆
畑
幸
司
民
謡
、
美

空
ス
ズ
メ
も
の
ま

ね
歌
謡
曲
が
行
わ

れ
た
。 

舞
踊
部
員
５
名
と
大
竹
先
生

の
踊
り
に
学
級
生
か
ら
手
拍

子
や
声
援
が
あ
っ
た
。
小
豆
畑

さ
ん
の
民
謡
、
美
空
ス
ズ
メ
さ

ん
の
歌
と
話
術
で
笑
顔
が
溢

れ
楽
し
い
学
習
会
と
な
っ
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ホールインワン達成 

矢内・岡田さん 

灯篭完成しました レディース猫啼製作過程 


